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1.環境経営方針
【基本理念】

有限会社タイワは、産業廃棄物処分及び産業廃棄
物収集運搬を業としていることを踏まえて、環境
に配慮した企業を目指し、社員一丸となって、
循環型社会に貢献できるように努めます。

【基本方針】

①建設計産業廃棄物等の再資源化率を上げます。

②二酸化炭素の排出量を削減します。

③電気・軽油等の使用量の削減及び効率的に使用します。

④水使用の適正管理に努めます。

⑤グリーン購入を積極的に行います。

⑥関連する法規制等を遵守することを制約します。

全社員は環境経営方針を周知し、環境に配慮した事業活

動に心掛け環境経営の継続的改善に取り組みます。
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2.事業の概要
【会社の概要】

事業所名 有限会社 タイワ

代表者 取締役 河合 一樹

所在地
〒236-0002

神奈川県横浜市金沢区鳥浜町14番地4

設立 2002年3月27日

資本金 500万円

事業の内容
産業廃棄物処分業（中間処理）

産業廃棄物収集運搬業
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【環境管理責任者】

環境管理責任者
事 務 局
電話番号

ファクス番号

E-mail

大越 典子
前田 和久

045-771-4764

045-771-2457

n-ookoshi@ninus.ocn.ne.jp

【事業の規模】

単位 2022年度

売上高 百万円 1,280

従業員 人 27

床面積 ㎡ 1,958

【受託産業廃棄物量】

2022年度

収集運搬量 904t

受入量 28,067ｔ

処分量 28,067ｔ

リサイクル量 14,057t

【産業廃棄物処理費】

内 容 処 理 費 収 集 運 搬 費

廃プラスチック類 10,000円／税別
車種、地域により

お見積り
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2-1.許可内容一覧表

2-1．産業廃棄物許可内容一覧表
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横浜市

第0520085023号 令和4年8月1日 令和9年7月31日

破砕1 48.60ｔ/日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

破砕3 3.96ｔ/日 ○

破砕4 95.5ｔ/日 ○ ○

切断1 61.29ｔ/日 ○ ○ ○

圧縮1 3910.5ｔ/日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

圧縮2 22.0ｔ日×3 ○ ○ ○ ○

選別 150.0ｔ/日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

横浜市 第05610085023号 令和4年6月1日 令和9年5月31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神奈川県 第01402085023号 令和4年11月18日 令和8年7月9日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 第1300085023号 令和4年7月1日 令和9年6月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千葉県 第01200085023号 令和4年8月23日 令和9年7月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

埼玉県 第01101085023号 令和4年7月22日 令和9年6月11日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

茨城県 第00801085023号 令和4年10月17日 令和9年7月18日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

群馬県 第01000085023号 令和3年6月23日 令和8年6月22日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木県 第00900085023号 令和3年3月27日 令和8年3月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

静岡県 第02201085023号 令和4年5月2日 令和9年5月1日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

横浜市収集・運搬（積替え又は保管を含む） 保管施設の概要及び産業廃棄物の種類

所在地
横浜市金沢区鳥浜町14-30 外1筆

保管面積：9.56㎡
汚泥、廃プラスチック類（石綿産業廃棄物を含む）、
金属くず（石綿産業廃棄物が付着したものを含む）

保管上限：9.38㎥
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿産業廃棄物を含む）、
がれき類（石綿産業廃棄物を含む） 以上5種類

所在地 横浜市金沢区鳥浜町14-6

保管面積：235.09㎡
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガ
ラスくず・コンクルートくず及び陶磁器くず

保管上限：264.0㎥
がれき類 以上8

種類

産業廃棄物再生事業者 登録番号 登録年月日

（古紙・金属くず・廃プラ・建設
廃材）

第Ｇ00214号 平成17年5月2日



   有限会社　タ　イ　ワ ・　リサイクルステーション

「排出事業者」 「運搬」 「受入・前選別」 「処理品目」 「事業の用に供する施設」 「再生・最終処分」

①

②

再生資源化

売却

　ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び 最終処分（埋立）

  陶磁器くず

　安定型混合廃棄物
⑥ 廃プラスチック類、金属くず、がれき類

自社収集運搬分 ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

【主な取引先】

⑦ 　廃プラスチック類、繊維くず、金属くず

・その他事業場

【収集運搬品目】

①金属くず 自社

②廃プラスチック類 ⑧ 　可燃混合廃棄物

③ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 　紙くず、繊維くず、木くず、ゴムくず

④がれき類 　廃プラスチック類

⑤木くず

⑥紙くず

⑦繊維くず

⑧ゴムくず

⑨石膏ボード

⑨

他社搬入分 がれき類・ガラス陶磁器くず

【主な取引先】 　　　　　（建設廃材）

・各解体業者

・その他各事業場（持込）

【処分許可品目】 ⑩

①金属くず 　廃プラスチック類

②廃プラスチック類 委託 　　　　　（硬質・軟質）

③ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

④がれき類

⑤木くず

⑥紙くず

⑦繊維くず   廃プラスチック類（軟質）

⑧ゴムくず ⑪

⑨石膏ボード 　紙くず、繊維くず、   繊維くず

　廃プラスチック類、金属くず

  紙くず

  金属くず（非鉄）

再生資源化

売却

最終処分（埋立）

手選別コンベアーライン

　廃プラスチック類

　木くず

デ

ｨ 　がれき類
⑫ 　混合廃棄物 ス

紙くず、繊維くず、木くず、ゴムくず ク 　紙くず

廃プラスチック類、金属くず、がれき類 ･

ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び ス 　石膏ボード

陶磁器くず ク

リ 　金属くず（非鉄）

│

ン 　磁選機（鉄）

　手選別残渣

圧縮2施設

選別施設

平成21年12月導入破砕機
・各収集運搬業者

選別品目ごとに

破砕3施設粗選別する

処理施設に

【
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｗ
Ａ
中
間
処
分
場

（
２

）
　
タ
イ
ワ
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ

ョ
ン

】

破砕4施設
（クラッシャー）対応した

平成25年8月導入切断機受入後

圧縮1施設前選別場所にて

・不動産管理業

・建設会社

切断1施設・倉庫業

･解体業者

　繊維くず

⑤

2-2．　　廃棄物発生工程（分別・減量・資源化工程）

【
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｗ
Ａ
中
間
処
分
場

（
１

）
】

施設処理能力　日／4335.85ｔ

　廃プラスチック類

　 紙くず

破砕1施設③ 　木くず

④

計量後、廃棄物目視を実施。受入
れた廃棄物を最大限有効活用させ
る為、荷降し前の段階で各廃棄物
の性状、形状等を見極め、適正施
設への荷降しを徹底する。粗選別
後も同様に実施する。

計量後、廃棄物目視を実施。受入
れた廃棄物を最大限有効活用させ
る為、荷降し前の段階で各廃棄物
の性状、形状等を見極め、適正施
設への荷降しを徹底する。粗選別
後も同様に実施する。
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2－3.車両一覧表

車輌番号 車種 最大積載量 車検有効期限

産業廃棄物専用

1
横浜 100

は 6948

脱着装置付
コンテナ車

10ｔ 令和6年2月17日

2
横浜 100

そ 5846

脱着装置付
コンテナ車

4ｔ 令和6年2月19日

3
横浜 100

た 700

脱着装置付
コンテナ車

4ｔ 令和6年3月26日

4
横浜 100

た 8687

脱着装置付
コンテナ車

4ｔ 令和6年3月17日

5
横浜 400

め 1447

脱着装置付
コンテナ車

3ｔ 令和5年9月1日

6
横浜 800

ち 8239
塵芥車 4ｔ 令和5年8月30日

じんかい

3. 対象範囲（認証・登録範囲）

本社・工場（中間処理）産業廃棄物処分業・産業廃棄物収集運搬業
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4. 環境組織図

取締役社長
（河 合）

環境管理責任者
（大 越）

EA21事務局
（前 田）

部門統括責任者
（石 塚）

経理部 業務部 営業部

受付事務購買・総務
中間処理施設

ステーション1・2・3

実施 責任及び権限

代表取締役 1. 環境管理責任者の任命
2. 環境経営方針の策定
3. 環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備
4. 全体の評価と見直し
5. 社内情報の外部公開可否の決定
6. 経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者
（EA21事務局）

1. 環境経営システムの確立・実施・維持・継続的改善
2. 代表者へ環境経営システムの実施結果の報告
3. EA21事務局の運営管理
4. 各部門に対し、教育訓練を適切に計画・実施する
5. 代表者の指示に基づき、EA21の推進を行う
6. 環境関連法規等のとりまとめ及び順守状況の確認
7. 文書類及び記録の作成・管理

部門責任者 1. 環境経営システムの方針、実施計画を各部門で実施・維持・継続的
改善する

2. 問題に対する是正処置
3. 各部門の評価・見直しを行う

全員 1. 方針・目標・活動計画に基づき活動する
2. 緊急時の対応
3. 各自担当（役割を決める）

役割分担（負荷の削減）

工場部門：廃棄物のリサイクル・重機燃料の削減・機械類の電気の削減・地域貢献（近隣清掃）・
安全作業

営業部門：社用車のガソリンの削減・顧客への分別排出の推進

業務部門：経理管理からの各部門への発言

全 体：以上を、目標活動する事で経費の削減／CO2の削減が出来る・環境教育（訓練）



5.環境経営目標（中期目標）

基準年度

2018年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

52.82% 54.94% 51.58% 52.08% 52.58%

受託廃棄物/36,696t

リサイクル量/19,393t
基準年度より4％向上 前年度より1％向上 前年度より1％向上 前年度より1％向上

2.　二酸化炭素総排出量の削減 490,353kg-CO2
470,739kg-CO2

基準年度より4％向上

465,751kg-CO2

前年度1％削減目標

461,093kg-CO2

前年度1％削減目標

456,482kg-CO2

前年度1％削減目標

原単位 13.36kg-CO2 12.82kg-CO2
16.25kg-CO2

前年度3％削減目標

15.76kg-CO2

前年度3％削減目標

15.28kg-CO2

前年度3％削減目標

2-1.電気使用量の削減 209,333kwh
200,960kwh

基準年度より4％向上

210,232kwh

前年度3％削減目標

203,925kwh

前年度3％削減目標

197,807kwh

前年度3％削減目標

原単位 5.70kwh/t 5.47kwh/t
7.48kwh/t

前年度3％削減目標

7.25kwh/t

前年度3％削減目標

7.03kwh/t

前年度3％削減目標

2-2.軽油使用量の削減 139,299ℓ
133,727ℓ

基準年度より4％向上

111,465ℓ

前年度3％削減目標

108,121ℓ

前年度3％削減目標

104,877ℓ

前年度3％削減目標

原単位 3.80ℓ/t 3.65ℓ/t
3.96ℓ/t

前年度3％削減目標

3.84ℓ/t

前年度3％削減目標

3.72ℓ/t

前年度3％削減目標

3.廃棄物の削減（一般廃棄物） 2.80ｔ
2.69t

基準年度より4％向上

2.19ｔ

前年度1％削減目標

2.16ｔ

前年度1％削減目標

2.13ｔ

前年度1％削減目標

4.水使用量の適正管理 1413㎥ 1356㎥ 1130㎥ 1096㎥ 1063㎥

5.紙使用量の適正管理（コピー用紙等） 262kg 252kg 236kg 228kg 221kg

・購入電力（リミックスポイント）の二酸化炭素基礎排出係数は、0.435kg-CO2になります。（環境省・経産省 令和5年1月24日公表）

・基準年度はコロナ以前を参考に2018年度とします。

・化学物質の使用はありません。

・受託廃棄物の資源化（リサイクル率）＝　

・原単位は、受託廃棄物量（ｔ）あたりのＣＯ２排出量、及び、電気・軽油の使用量です。

活　動　目　標

1.　受託廃棄物の資源化(リサイクル率)

中　期　目　標　値

9

リサイクル量（ｔ）

受託廃棄物（ｔ）
× 100
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6.環境経営計画とその実績と評価、次年度への取組

6-1 受託廃棄物の資源化

目標 実績

2022年度 2022年度

54.94％ 50.08％

受託廃棄物／36,696ｔ
リサイクル量／20,160ｔ

受託廃棄物／28,067ｔ
リサイクル量／14,057ｔ

結果：1. 全体的な搬入量の減少によりリサイクル化できる廃棄物の減少
2. 排出者自らのリサイクルによる再資源化廃棄物が減少し最終残渣の増加
3. 当社人手不足による分別不足 …など

次年度への取組：1. リサイクル処分先の開拓
2. 積極的な雇用促進による人員確保
3. 更なる分別の徹底・効率化 …など

6-2 二酸化炭素の総排出量の削減

目標 実績

2022年度 2022年度

470,739kg-CO2 407,527kg-CO2

12.82kg-CO2／ｔ（原単価） 14.51kg-CO2／ｔ（原単価）

結果：1. 搬入量減少のため稼働時間減少によるところが大きい
2. 搬入量減少のため、ｔあたり排出量は増加

…など

次年度への取組：1. 目標は達成しているが微量であるので各項目を更に見直し排出量
減少に向けて取り組む

2. ｔ当たりの排出量は増加であり、搬入量減少の中でも作業効率化
を図り排出量減少に取り組む

…など

取組内容：排出事業者からの分別搬入を更にお願いする → 〇
分別搬入のチラシ作成で更なるPR活動を行う → △
混載と品目別との差別化をPRする → △

電気及び軽油の取組内容：
1. 冷房機器の温度管理、工場機械の適正運転に努める
2. 重機類の適正運転、車両類の計画運転、アイドリングストップの実施

…など

評価： ○：達成
△：一部達成
×：未達成
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6.環境経営計画とその実績と評価

6-2-1 電気使用量の削減

目標 実績

2022年度 2022年度

200,960kwh 216,735kwh

5.47kwh／ｔ（原単価） 7.72kwh／ｔ（原単価）

結果：1. 人手不足による残業増、稼働時間の増加
2. リサイクルのための破砕機稼働の増加
3. コロナ対策の為、事務所換気により冷暖房機器の使用率の増加 …など

次年度への取組：1. 引き続き、太陽光パネルの清掃の実施
2. 作業の効率化を図り、営業時間内に業務を完了させること
3. エアコン使用時の温度設定（夏28度・冬20度）の順守 …など

6-2-2 軽油使用量の削減

目標 実績

2022年度 2022年度

133,727ℓ 114,913ℓ

3.65ℓ／ｔ（原単価） 4.09ℓ／ｔ（原単価）

結果：1. 収集運搬量の大幅な減少
2. 遠方への自車での排出をほぼ外注化
3. トラック・重機の計画的な運転の実施の徹底 …など

次年度への取組：1. 使用量減だが、ｔ当たりの使用量は増えているの引き続き更なる
トラック・重機の計画運転の実施を行う

2. 引き続き重機の定期的なメンテナンスの実施
…など

取組内容：太陽光発電の効率アップの為、定期的な清掃を検討（自社又設置業者）
→ 〇

工場内の機会の運転管理を徹底して管理する。（始業時運転等の管理）
→ 〇

取組内容：効率の良い車両の配車を行う → 〇
車両の急発進・急ﾌﾞﾚｰｷに注意した運転を心がけるよう取り組む → 〇
工場内の重機を効率よく使用できるよう管理する → 〇
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6-2-3 廃棄物の削減（一般廃棄物）

目標 実績

2022年度 2022年度

2.69ｔ 2.22ｔ

結果：1. 紙・ダンボール・金属くずなど再資源化出来る廃棄物の分別の徹底

…など

次年度への取組：1. 引き続き分別の徹底を行う
…など

6-2-4 水使用量の適正管理

目標 実績

2022年度 2022年度

1,356ｔ 1,165ｔ

結果：1. 受託量減。道路散水の適正管理が出来たため

…など

次年度への取組：1. 目標より14％減量に成功しました。粉じん対策の為、散水は行っ
ていくが引き続き適正管理を行い節水の徹底を行う

…など

取組内容：1. 道路清掃での水散布が主要の為、効率よい作業を行う → △

…など

取組内容：1. 分別を徹底し、廃棄物を減らす → ○
2. 再生可能な製品の購入を心がける → ○

…など
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6-2-5 紙使用量の適正管理（コピー用紙等）

目標 実績

2022年度 2022年度

252kg 244kg

結果：1. マニフェスト・契約書の電子化により紙の使用の減少
2. ミスコピーの裏紙の再利用の徹底（メモ帳など）

…など

次年度への取組：1. 裏紙の再利用、FAX出力の選択
2. 引き続き電子化を進め紙使用量削減に努めます

…など

取組内容：1. 契約書・廃棄物マニフェスト伝票の電子化を進める → ○



7 . 処理実績 受託した産業廃棄物の処理量 及び リサイクル量

廃棄物の種類 処分方法 2022年度

収集運搬

廃プラスチック類 584.74ｔ

紙くず 13.25ｔ

木くず 141.22ｔ

繊維くず 0.48ｔ

金属くず 47.64ｔ

がれき類 20.15ｔ

ガラスくず 42.71ｔ

石綿含有廃棄物 54.60ｔ

収集運搬合計 904.79t

14

中間
処分量

廃プラスチック類 破砕･圧縮･選別･切断 17,097.76ｔ

紙くず 破砕･圧縮･選別 543.57ｔ

木くず 破砕･圧縮･選別 2,442.81ｔ

繊維くず
破砕･圧縮･選別･切断

255.92ｔ

金属くず
破砕･圧縮･選別･切断

619.68ｔ

ガラスくず、
コンクリートくず

破砕･圧縮･選別
3,419.48ｔ

がれき類 破砕･圧縮･選別 3,688.57ｔ

中間処分量合計 28,067.79ｔ

中間処分
後

再資源化

廃プラスチック類
固形燃料 燃料
セメント原料

4,742.15ｔ

紙くず
固形燃料

リサイクル原料
145.34ｔ

木くず
固形燃料

リサイクル原料
1,776.94ｔ

繊維くず
固形燃料

リサイクル原料 41.11ｔ

金属くず リサイクル原料 610.49ｔ

ガラスくず、
コンクリートくず

リサイクル原料
再生路盤材

3,756.43ｔ

がれき類 再生路盤材 2,985.00ｔ

再資源化合計 14,057.46ｔ

最終処分

安定型混合廃棄物 安定型埋立 t 5,468.65 

管理型混合廃棄物 管理型埋立 t 8,541.68 

小計 t 14,010.33
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8. 事業活動に関連する
SDGｓ関連

ゴール1：あらゆる場所のあらゆる貧困を終わらせる
・エコアクション21の取り組みによって企業価値を高め、企業

の発展によって地域の雇用を促していきます

ゴール2：飢餓をゼロに
・節電・自家発電などにより、気候変動を最小限に抑え

作物の生育条件を守る

ゴール3：すべての人に健康と福祉を
・リサイクル率を高め、環境を保全し健康被害を防ぎます

 ・人間ドック補助金制度の導入。従業員の健康も守ります

ゴール4：質の高い教育をみんなに
・全従業員に環境に取り組むことへの重要性の理解を高める教育

 防災訓練・法令研修への参加を積極的に行っています

ゴール5：ジェンダー平等を実現しよう
・女性管理職の登用。2022年度に50％達成

 

ゴール6：安全な水とトイレを世界中に

ゴール14：海の豊かさを守ろう
・水の使用量の削減に取り組み、使用した水は適正に処理します

 ・新事務所には節水型トイレの設置

ゴール7：エネルギーをみんなに そしてクリーンに
・エネルギーは大切に使いますし、太陽光パネルでの発電、廃棄

物の再エネルギー化も行っています
 

ゴール8：働き甲斐も経済成長も
・業績が好調なら「働きがい」も伴っていきます

 ・物価高騰による生活苦に応え、生活応援手当の導入
従業員のやる気を高めた

 

ゴール11：住み続けられるまちづくりを

ゴール17：パートナーシップで目標を達成しよう
・地域の環境をより良くするために活動しています

周辺の防犯カメラ、地震警報の放送
     ・地域の会社さんと月1回の町内清掃
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ゴール12：つくる責任 使う責任
・グリーン購入に取り組んでいます

 

 

ゴール13：気候変動に具体的な対策を
・常にエコアクション21の目標に取り組み、CO2排出量削減に

取り組みます
 ・太陽光パネルの維持管理、燃料削減など

 

8. 事業活動に関連する
SDGｓ関連

9. 環境関連法規等への違反、訴訟等の有無

過去3年間、以下の環境関連法令等への違反・訴訟及び関係当局からの指
摘はありません。
また、外部からの苦情等もありません。
・廃棄物処理法
・横浜市生活環境の保全等に関する条例
・横浜市火災予防条例
・特定特殊自動車排出ガス規制法
・自動車Nox・PM法
・フロン排出抑制奉
・家電リサイクル法

10. 代表者による全体の評価と見直し・指示

（全体の評価と指示）
・リサイクル率・電気使用量が未達成であった。受託量も減っているが、
今後は市場の状況もコロナ前に戻ることを期待し、引き続き各項目での目
標達成に向けて取り組むよう指示した。

（見直しの結果）
1. 環境経営方針： 見直しはありません。
2. 環境経営目標及び環境経営計画： 見直しはありません。
3. 実施体制： 環境管理責任者の変更をしました。
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